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宮崎県森林・林業再生プラン推進協議会



取組の全体像
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取組の背景

本県のスギ生産量は、平成13年度から連続して日本一となってお
り、平成20年は、121万㎥で主伐材が７割程度を占めている

一方、スギ人工林面積８齢級以上（36年生以上）が66％を占めて
おり、資源量の平準化や地球温暖化対策のため、高齢級間伐が
推進されているところである。また、宮崎県における高齢級間伐面
積は年間約3,500haであり、今後なお一層の拡大を図る必要があ
る

しかしながら、人工林の多くが小面積で、急傾斜地の割合も高い
ことから、間伐施業の集約化と併せ林業専用機械の導入及び基
盤となる路網整備を総合的に行い、間伐経費の削減に取り組むこ
とが重要である
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取組の狙い

① 総合的な取組による間伐経費の削減効果や収益性の向上によ
り、主伐から間伐を主体とする林業へ円滑に転換することができ
る

② 集約化の利点を森林所有者に具体的に示すことができるほか、
本県の地形適合した高性能林業機械が開発されることにより、
一層のコスト削減が図れる

③ これまで利用されることのなかった小径木や末梢端部について
も木質バイオマスエネルギーやペレット製造原料として安定供給
が可能となり、資源の付加価値を高めることが可能となる
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目標とする林業像

林業専用機械
の導入

施業集約化

路網整備

ﾌﾟﾗﾝﾅｰ，ｵﾍﾟ
ﾚｰﾀｰ等の育
成

長伐期非皆伐

短伐期皆伐

木材・木質ﾊﾞｲ
ｵﾏｽの安定的
供給
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取組の全体像

地域実践計画
（10年間）の作成

先進林業機械の
導入・作業システ
ムの高度活用

路網整備，利用間
伐の実施

人材育成
人づくり

森づくり

道づくり
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宮崎県森林・林業再生プラン推進協議会

耳川広域森林組合
○施業集約、施業プラン作成
○路網開設
○間伐の実施

宮 崎 県
○路網試案の作成

日高勝三郎商店
○先進林業機械の改良・検証
○施業集約、施業プラン作成
○間伐の実施

実践的取組へ反
映

低コスト間伐作業の実践

課題の整理・問
題点の報告

森

林

所

有

者
フィールド
提供

フ
ィ
ー

ル
ド

フ
ィ
ー

ル
ド

集約化

宮崎県造林素材生産事業協
同組合連合会

宮崎県森林組合連合会

建設会社
○路網開設

素生協メンバー
○間伐の実施

連絡
調整

フィールドの提供

ベルテ社
○先進林業機械の改良

イービジョン社
○先進林業機械の改良・検
証
○先進機械のメンテナンス

椎葉村
○集約化支援

治山林道協会
○現場管理

フォレスト・ミッション
○事業全般の検証

指導

連絡調整

実施体制

○総括管理、全体コーディネイトおよび検証
○先進林業機械の選定、作業システム構築
○人材養成のための研修計画及び実施



地域実践計画の策定
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地域実践計画の策定

取組経緯

これまでに4回の検討会，8回の定例会を実施

椎葉村および耳川広域森林組合椎葉支所において集約化計画を
立案遂行

地域実践計画区域：椎葉村全域

対象面積： 42,840ha

個人有林 42,089ha

県有林 751ha

集落を単位として23地区に村内を分割

今年度実証地域周辺の「不土野東地区」「尾八重地区」「竹ノ枝尾
地区」「小崎地区」を重点地区に指定

対象面積： 6,303ha（うち県有林751ha）

重点地区では実践事業の取組を継続
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地域実践計画の策定

村内全域10年間

間伐面積
5,000ha

搬出材積
250,000㎥

路網開設
150,000m

人材育成

施業プラン策定・施業集約の担
い手 20名

路網設計、路網開設技術者
20名

林業機械オペレーター
20名

現場技術者
20名

椎葉支所

小崎地区

竹ノ枝尾地区

尾八重地区

不土野東地区

実証地域

計画区域概要
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域実践計画の策定

今年度 実践事業地
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２

３

１

村道

新規路線

ベルテ使用
区画
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村道

新規路線

改良路線

既存作業道

生産性対照
区画



人 づ く り
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人づくり

１．安全性の再認識
安全性を重視するヨーロッパのフォレスターによる指導

ドイツの林業学校におけるオペレーター訓練

安全服の導入
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人づくり

２．各種研修の実施

ヨーロッパ研修 ２回（ 5月31日～6月12日， 11月29日～12月3日）

ドイツ人フォレスターによる国内研修 ２回

（3月18日～3月20日，10月25日～10月27日）

プランナー向け研修 １回 （2011年1月12日）

オペレーター向け研修 ３回 （2011年1月11日，2月17日、2月21日～23日）

将来木研修 ３回 （9月16日，10月18日，2011年12月6日）

作業道研修 ２回 （8月12日，10月5日）
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人づくり

第２回 ヨーロッパ研修

ｱ) 実施時期：2010年11月29日から12月3日
ｲ) 場 所：ﾊﾞｰﾃﾝ･ｳﾞｪﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸﾞ州立「林業研修施設」・現地

ｳ) 講 師：ﾄｰﾏｽ･ｴﾒﾘﾋ校長、ﾊﾞﾗｲｽ講師、ﾒﾆｭｳｽ講師

ｴ) 参加者：４名
肥田木健吾（ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ）、中原和也（ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ）、

甲斐喜徳（ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ）、上杉誠（事業管理者）

ｵ) 訓練内容：
木材収穫、作業安全、防護装備について
ﾊｰﾍﾞｽﾀ・ﾌｫﾜｰﾀﾞによる伐採・集材作業の見学
基本的なチェンソーワークの実習
ｳｲﾝﾁを使用した中・大径木伐採の技術（実習）
チェンソー分解清掃、目立て講習
ウインチを使用した中径木伐採・地引集材の技術（実習）
トラクターウインチによる伐採技術
油圧ジャッキを使用した伐採技術（実習）

ｶ) 成果及び課題：
作業を行う上での安全面や環境保全に対する考え方・取組姿勢等に
ついて、 日本との相違が実感できた
伐採・搬出方法等について、違った目線から学ぶことができた
「将来の木施業」等、施業方法の違いが実感できた
今回の研修を地元で活かし、頑張りたいという意欲が喚起できた
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人づくり

３．林業関係者の協力体制

素材生産事業体と森林組合の協力体制を敷くことで間伐事業量を増やすこ
とが重要

建設会社の参入による作業道開設を行うことで路網整備を促進

今年度実行体制

間伐：素材生産事業体 ２事業体，森林組合 １事業体

作業道：建設会社 ４事業体，森林組合 １事業体



森 づ く り
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森づくり

短伐期皆伐から長伐期搬出間伐への移行を目指す

目標林型は長期にわたり収入を得られる森づくり
森林の利用期間を長くする

多様な径級がある森にする

非皆伐（択伐）による更新（天然更新，人工更新）

間伐の際，間伐木を選ぶのではなく，残す木を選ぶ（将来木施業）
残す木は生命力，質，間隔の３つの基準と順序で選定

間伐木は，残す木の成長を阻害している木

残す木の成長を阻害していなければ伐らない

残す木をマーキングすることで，傷つけてはいけない木が明確になる

次回の間伐では，残す木の成長を阻害している木を伐れば良いだけなので
選木の手間がかからない
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目標直径を指定した恒続林（スギ・ヒノキ）。

将来に残す林木を100本/ha（10m四方に1本）の割合で選木し、
テープまたはスプレーにてマーキングする

目標伐期は概ね70年程度となり、間伐は概ね10年毎に実施

最終目標蓄積：780㎥／ha

スギ ヒノキ

７０cm ６０cm

森づくり
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目標林型

目標林型

写真差し替え
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２２年度の取組：森づくり

将来木（残す木）

間伐木（将来木の成長
を阻害している木）

将来木の山側の木を間伐
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森づくり

取り組みの様子

最初はとまどいも見られたが，従来の定性間伐で暗黙的に行って
いた内容であるため，何度か説明を繰り返し実行することで要領
をつかめるようになった

当初はｈａあたり200本を残す予定であったが，フォレスターからの
「200本残すと最終的には皆伐になる」との助言を受け，ｈａあたり
100本（10mおきに1本）に設定

従来の定性間伐よりも間伐本数が尐なくなるため，作業日数が尐
なくなった
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